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～Ｐrogress（プログレス）～
昨今、経済的価値観の崩壊は形となり国の内外において想像を絶する混乱をもたらしています。この
地域における疲弊した経済はより深刻なものとなり、人々の生活基盤が大きく揺らぐ中、伝統文化の
継承も危ぶまれています。私は負のスパイラルを私たち自身が形成してしまっていることを認識し、自
らの手で改善するべく、志（青年部綱領・指針）の下、より強い結束と行動を求めたいと思います。
幸いにもこの地域は豊な資源に恵まれ、青年部は内外において豊かな価値観・経験に恵まれてい
ます。これらを活かし、新しい価値観・新しい文化の創造に繋げていきましょう。
まずは青年部というよりも家族・事業所・地域を愛する者の一人として地域振興に取り組む気概が
必要です。お年寄りは若返る必要があり、若者は背伸びしてでも常に地域貢献に参画し、市民が一
丸とならなければこの宮津を再生浮上させることは困難です。私達はその中にあって、商売人として、
また青年部時代の今、何を成すべきかを考えて取り組みましょう。
様々な要素が結実する地域振興において、特に私達に求められるもの、そしてできることは少なくと
も三つあると思います。この地の人々が自ら主体的に街づくりに取り組む流れを創出すること。また
生活土壌の向上、地域経済活性のため実感に基づいた提言と活動を行うこと。そして社会的役割を
帯びた各事業所がいつも健在であるよう、私たち自身が自己研鑽に努めることです。
これからも私たち青年部会員が将来の会議所後継者としてふさわしい教養と人間性を高め、各事業
所においてより確かな方向を示せる者として、また地域のリーダーとしてよりいっそう成長できるよう
助け合っていきましょう。
結びにあたり、私は「Ｐrogress」（進歩・向上・発展）を念頭に掲げ、直向きに取り組む所存です。どう
かご理解とご尽力の程、よろしくお願い致します。



月 例 会 単会・関係団体事業

4月 定時総会（４／30）

5月

6月 てんころ舟レース（６／14）

7月

8月 ８月例会（地域連携委員会）
竹彩（８／2）
宮津総踊り大会（８／15）

9月 ９月例会（経営環境委員会）

10月
臨時総会
みみみフリーマーケット（地域連携委員会）
＆和火（10／9・10・11）

11月
三青年部合同例会（会員育成委員
会）

視察研修（経営環境委員会）

12月

1月
新年互礼会
会員・家族対象事業 （地域連携委員会）

2月
２月例会（経営環境委員会）

同 （会員育成委員会）

3月

その他
ＨＰ更新・あすなろの発行・宮津ＴＶ（会員育成委員会）
宮津・与謝青年団体ネットワーク（三役）





平成21年度視察研修事業 青年部流！愛する故郷に物申す！
～second mission 小浜市にみる故郷再生のヒント～

日時 平成 ２１年 １１月 ３日（火）８：３０～１９：００

《目的》
宮津にとって役立つもの、青年部にとって役立つもの、経営環境の向上を図るのに役立つものを
得ることを目的とします。
今回は宮津によく似た環境にある福井県小浜市を選びました。我々が自ら主体的に街づくりに
取り組むこと、また地域経済活性のため提言し活動していくことを成し得るために、「若狭おばま
ブランド」を立ち上げるなど、積極的に地域活性化に取り組んでいる小浜市から、多くの事を学
肌で感じることにより、年間テーマ達成のステップアップにつなげていくことを目的とします。



《内容》
福井県小浜市の御食国若狭おばま食文化館で小浜市役所 産業部商工振興課
佐々木さんに「若狭おばまブランド認証制度」、「食のまちづくり」等の話を聞き、
隣接するお食事処で若狭の伝承料理で昼食（実費）後、若狭の伝統工芸を見学
体験します。その後自由時間にそのほかの見学等を各自自由に過ごしてもらい
ます。このとき３階に入浴施設がありますので、こちらも利用可能です（実費）。
食文化館を出発後、小浜城跡に立ち寄り、宮津でやろうとしている城壁による
街並みづくりと比較検討してみます。その後宮津商工会議所にもどり、監事講評
のあと解散。



事業紹介事業紹介



事業が終了して

「若狭おばまブランド認証制度」、「食のまちづくり」を中心に小
浜市の地域経済の話など、しっかりと勉強することができました
。メリットだけでなく、デメリットも話していただけたので、た
いへん参考になる講話だったと思います。

宮津の特産品の有効活用や、まちづくりを考えていく上で、手法
や体制の作り方だけでなく、考え方（発想）一つとってもたいへ
ん参考になりこれからの活動にプラスになると思います。

また、伝統工芸の体験や伝承料理を楽しみことにより、田舎なら
ではの良さを再確認できました。地産地消を進めていくことへの
ヒントにもなったと思います。


